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進 学対策匠思う

茂木幹央
（国立束京祝力障害センター教官 ）

進学対策の実務を担当して 5年、早いもので、全国祝力蹄害者大学進学対策委

員会が発足 してから5年になる。 この槻会に、過去5年の進学対策の歩みをふり

返ると共に 、進学対策の今後のあるぺき姿について 、私見をのぺてみナ；いと思う。

目が見えないという ことのために 、大学入試の受験を大学から断わられたとき

の気持は、それを体験した者でなければわからないかも しれない。好きで失明し

たわけではないのに 、という気持と 、自分の不幸な運命を知らされた思いとで、

思わず族があふれてく る。これは 、贈眼者が多くの大学の中から自分の志望校を

自由に選択し 、受験するのとあまりにかけ離れた状況である。進学対策の活動は、

後に続く者：i也忙、自分と同じような悲しい思いをさせたくないという 気持から 、

OBが中心と なり 奮盲人に大学の門戸を開放するための迎ili/)と して出発した。即

ち昭和 41年 7月、 OBで粗絨している日本盲人箱祉研究会が母体となり こ`れ

に日本盲大学生会、盲学校、日盲連竹年部等の関係者を加えて、到国祝刀障害者

大学進学対策委員会を結成し、 全国的な規膜で｀進学対策に とりくむこととたっ

た。

I 追学対策委屈会は、朗来相年、進学希望者の数と、 進学希望者の志望大学を把

榔するため、全国の盲学校を対象に、 「盲人の大学進学希望調亜」を実施し、そ

の結果をもとげー．盲人i'ても入試の受験の扱会を与えてほしい旨を、大学と折衝す

るほか、 受験を許可した大学とほ、入試問題や答案の点訳 ・患訳等の受験方法に

ついて協議し、 盲人の大学進学が少しでも円滑に迎ふよ う努力していろ。またこ

の定例事業のほか、文部省・大学当局ならび忙一般社会人の、盲人の大学進学に

対する ｀理解と閲心を深めることを目的として、関係者と盲人受験生をまじえて

の進学愁談会や、進学促進大会の開催、盲人受験生とその閃係者の参考査料と し

て貰 うための「進学の手引き」の発刊・ 盲大学生の就職対策の資料を得るための

「全国盲学校教員間盲比率調査」の実施等の活動を行なってきた。ヽ
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これらの進学対策の活動は、いろいろな方面の反培を呼ひ＼ 盲人の大学進学促

進に役立つ結果をもたらしていったつ まず 42年にiむ在京の大学の点訳クラフ・

日本盲大学生会の協力団体として 、束京盲人問題学生協議会が結部員等により 、

成された。 4 a年には、聖心女子大学MS社会奉仕団団負の学生逹により 、二百

万円近い盲人の高等教育援助資金が焚められ．

じく．

好意によ り、 「Student Library 

これをも とに 盲人の高等教育援

助委員会が発足し、 盲大学生に学習上必要なテープレコ ーダーや点字タ イプラ イ

クー等が貸与される ようになった。 44年記ま ．亜明椋祉協会が毎年盲大学生数

名に対して月額五千円の奨学金を貸与する制度を設けてくれるに至った。また同

4 4年には、 東京港区の田川さんや日本点字図屯館、京都ラ イト ハウスの

」が発足した。この問．秘井委員が文

部省の大学入学者選抜方法の改善ld関する会議の専門委員として迎えられ、盲人

受験生の立場を、文部省関係者に［叫接説明す・る機会が与えられる等のこ ともあり 、

進学対策事業は多くの人達の菩意と協力佐より 亀焙実に前進 していった。従って

現在では、盲人を受入れる大学も 5年前の数倍の数に及ぷよう にな り、

は東京大学もその門戸を盲人に即放するという朗報を得るに至った。

しかしながら 曹

今春から

この5年間にはいろいろと考えさせられる問題もあった。経済

的不安と前途を悲観 しての早稲田の哀窃屋君の死、いわゆる何々派とい うような

学生活動家なみの行動をして、大学側から不信をかった一部盲大学生の出現、あ

その父兄かる盲大学生が．友人の贈眼学生にあまりに世話をかけすぎるとして、

ら進学対策委鼻会に対 して抗議があった問題、

就敬問題等である。

進学対策委員会としては、

さらには年々埒加する 盲大学生の

これらのことを十分に念頭におき ．今後は次のよう

なことに取組む必要がある と思う 。

そのーは｀進学対策事業の主旨を日本盲大学生会｀東京盲人問題学生協謡会等

閲係団体忙よく徹底させ．進学対策委員会の基本姿勢について、誤解をまねく こ

とのないよ う留意すること である，進学対策の活動は、権利主張に走る活動では

ない。進学対策委員会が行なう進学対策の活動は．大学進学を願 う盲人にその道

を開くため．大学閲係者に、 盲人に対する正しい理解と認識を深めて買う ための

活動であることを｀周囲に十分徹底させる必要がある 。こ のことは｀進学対策事

業が今後成果をあげていくためには不可欠であると思う。
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その二としては、進学対策事業は大学進学を願う盲人（てその造を開く活動でぱ

あるが．大学の門戸開放、宦大学生の大学生活の援助、就職対策等があまりに深

入り しすぎて 、そのことが盲大学生の自主性や8l造性を弱めるような結果を招い

てはならないというこ とである。

これほ盲大学生に対してほ少し酷な言い方かも しれない力＼ 実力のある有能な

盲人を社会に送り 出したいという 気持からの発言であ ることを了解されたい。次

元の低い過剰サーヒ・スは、有能な盲人を使いものにならない人間に してしまうと

いう のが私の考え方である。

その王は電盲人が大学の入学試験を受ける際に必袈な点訳奉仕者の奔成と 、そ

の組餓化である。これは粒近、大学に進学する盲人が増えている現状から考えて、

当面の問距で急務と 言えよう。

その匹］は、盲大学生の就戟対策である。盲大学生の就隙問題は、その困難性か

ら考えて、盲大生自身のみに魚担をかけたのではあまりに気の毒な面があるので、

OBとしてはこの際関係者の力を結堡し、 その解決を図るための体制を とと のえ

る必要があると思ぅ；

最後してあたり、 盲大学生の健聞と 、進学対策事業に対する削係者の後援をねが

って止まない次第である。

ー全国祝力障害者大学進学対策委員会事務局長補佐 一

泡恐恐恣恐恐恐 盲 人 用 具 知い鰐澤淫過
恐 ’逸
池 ． ・ ・ 瑶

逸 研 究製造販売 恐
遠？ 逸

ご 点字・ 提 字カ タ ログあり 池

芯 浜松 市本郷町 1 2 3 3 - 6 こ
泡 睾

塁 齢謡盲人福祉研究会 芯

i :替口こ ごふ冒畠 ： 
恐※恐過※池芯啜遠遺没料忌睾遠澤逃池泡過遠遠遠漢澤過恐渇遠遺3
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。




